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１．巻頭言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　須藤正起
　県視協会員の皆様こんにちは。新年度が始まりましたが、相変わらずコロナ感染者数の拡大に伴い、近県で緊急事態宣言が発令される等、静岡県でも感染者が日に50名前後と減少せず、予防接種も遅々として進まない中で本協会から感染者が出ていないことは、不幸中の幸いです。
　さて、前年度の最終事業として、中途の集いを開催しましたが、会場とリモートで行い、青年層の職業問題を中心に今後の展望を含め意見交換をしました。
　年度末の重要な事象として、静岡視覚特別支援学校の併置問題の対策として、教育委員会へ要望書を提出。同時に「手をつなぐ育成会」の代表との懇談や各方面への働き掛けを行っている所です。今回の併置問題は、視覚障害児教育のみならず、長年に亘る知的障害児童の狭隘化問題が深く関わっており、多方面からのアプローチが必要不可欠であると考えております。今後の運動展開には、会員の皆様のお力をお借
りせねばならないと思います。どうかお力添えを宜しくお願い致します。
　前年度より、新型コロナウイルス感染症により、事業運営にも様々な影響があり、開催にも細心の注意が必要となり、時にはリモートで開催する等の配慮を行っておりますが、今まで会場参加が困難で参加出来なかった方からの申込みが増えたりと良い面もありました。予防接種が始まったとはいえ、隣県での緊急事態宣言発令、本県でも感染者数が増加しており、コロナ感染症の後遺症で通院される等のニュースもありました。未だ予断を許さない状況下で、今年度の事業に関しましてもリモートを併用しつつ、新しい事業運営のあり方を考えていかなければならないと思っております。特に、どの様な状況下でも会員相互の情報交換が行えるように、ICT関係も勿論ですが、苦手な方への講座や感染対策を考慮した会場参加型の事業もより楽しんでいただけるよう、努めて参ります。ご協力を宜しくお願い致します。

　　　　２．２月７日ICT機器使用訓練等事業について
　　　　　　　　　　　　　　　　浜松支部　五十嵐正吾
　２月７日日曜日10時30分から13時まで、青年部主催でキャッシュレスについて研修を行いました。今回は初めてzoomのみで行ったにもかかわらず、会員、支援者含め３９人の参加者がありました。
　講師として、慶應義塾大学 自然科学研究教育センター協同研究員御園政光さんに講演いただきました。また県視協会員の静岡支部土居由知さん、磐田支部伊藤定善さん、PayPayの遠藤さんに情報提供いただきました。
　御園さんからは、５つの内容でご講演いただきました。
内容１　電子マネーとは
　電子マネーの種類、小銭を探さなくて済むという利点を教えていただきました。
内容２　ポイント還元プログラム
　マイナンバーカード受取後、マイナポイントを申込み、2021年9月末までにチャージまたは買い物をすることで上限5,000円分のポイントを受け取れることについて説明していただきました。また、Payによって受けられる特典についても教えていただきました。
内容３　Payサービス　
　Payには、「ペイペイ」「楽天ペイ」「メルペイ」「ラインペイ」「d払い」「エーユーペイ」があります。店舗やサービスによってポイント付与率が変わるようです。
内容４　iPhoneの電子マネー決済
　2021年1月時点で、iPhoneは主要ペイ６種類に対応しています。それぞれ対応するアプリを入手して設定すれば使えるのですが、VoiceOverによる読み上げが十分でないという課題があります。
　またスイカについてもお話がありました。Apple Watch、iPhoneに入れておけば買い物、改札などで便利とのことでした。
内容５　利用シーン
　御園さんが多用しているPayPayを操作して残高確認などを行っている様子を聞かせていただきました。Apple Watch、iPhone両方に対応しているのはPayPayのみのようです。御園さんは普段はペイペイで支払いをするとき、レジで店員に操作してもらうことが多いそうです。
　土居さんからは「できることからキャッシュレス」ということで普段iPhoneと共に４枚カードを持ち歩いていることをお話ししていただきました。私はカードによる決済の方が慣れているので、まずはカードでキャッシュレスに慣れるという考えは同感しました。交通系はルルカとスイカ、クレジット系はdカードがお勧めと紹介していただきました。私は浜松なので遠鉄のナイスパスを利用しています。ほかに杏林
堂のニコピ、イオンのワオンカードがお勧めです。他にも使いやすいカードがあると思うので県視協メールなどで教えていただけるとありがたいです。
　伊藤さんからは治療院におけるPayPay払いについて実演を交え教えていただきました。患者が支払った金額をすぐメールで確認できるというのは画期的だと思いました。今後は他のPayにも対応できるようにしていくそうです。
　質問コーナーでは御園さんにボイスオーバーによるアプリ操作や設定などについて答えていただきました。また、PayPayの遠藤さんにはゆうちょ銀行からのチャージ再開について等教えていただきました。
　研修会の内容については録音してありますので、興味がある方はぜひ聞いてください。また、質問がある方は遠慮なく連絡ください。御園さんなどに聞いてお答えします。今回の研修はキャッシュレスの初歩を学ぶ非常に良い機会となりました。第２弾を今後考えていきたいと思います。
　　　　　３．「生活をどうデザインしますか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼津支部　梅原慈香
　中視連の名称を一部変更しましたのでお知らせするとともにご挨拶をさせていただきます。新名称が「静岡県中部視覚障害団体連合会」となりました。そして今年度会長に就任致しました梅原慈香と申します。宜しくお願い致します。私の勤務しておりますライトホームでは４月現在もコロナワクチン予防接種の案内はありません。
　済生会総合病院の看護師に伺いましたら３月末に１回目の接種が済み、２回目接種が４月末に行われるとのお話でした。知り合いの医師の話によると、海外でワクチンの取り合いになっており、日本に入ってくるはずのワクチンがなかなか入ってきておらず、かなり国の予定はずれ込むでしょうとのことです。ですから私たちにまで回ってくるのはいつになるかわかりませんね。
そんな中で視覚障害者が健康をどう守り、収入を確保し、趣味や楽しみなどをこの時代に即したものに変化させていくかが課題となっております。昨年度は我慢の一年でしたが、そんな生活では様々なことが破綻してしまいます。やってはいけないこと、やらなくてはいけないことを確認しながらこれからの皆さんの生活をデザインしていけるように中視連の行事を企画して参ります。
　参加の仕方についてもオンラインを活用できるところは活用し、会場に来場してのご参加にも十分配慮しながら行って参ります。皆さんのご要望がございましたら各支部長にお声掛けくださいますようお願い致します。７月にはビノス山崎さんのご協力を頂き日本酒講座を企画しております。オンラインでは味わえませんがお話しだけでもお聞きいただけるようにしたいと考えております。
　どうぞ、皆様にとって安心で楽しい毎日が盛りだくさんの新年度でありますように心から祈念しご挨拶とさせていただきます。

正しいコロナウィルスの知識
《メディアウィルスに騙されるな！》
牧之原市　蓮池悟志
　県視協の会員中約59％は三療に従事しています。当然ながら、今回のコロナ騒動で大きな打撃を受けました。また、県内の視覚障害者の多くも、度重なる緊急事態宣言やコロナ報道で、今も自粛を余儀なくされています。しかし、私は蔓延が伝えられ始めた当初から、連日のように新規感染者数で不安を煽り建てるメディアの報道姿勢に疑問を感じていました。
　期待されたGoToトラベルを、移動制限を理由に開始早々に中止したことが、結果として家庭内感染の拡大に繋がったという指摘もあります。日本においては、死亡原因36番目のコロナ風邪に、これ程の社会的犠牲を払わなければならないのかと、疑念は増すばかりでした。
　こうした疑問と不信に対して、納得できる一冊に出会えたので、この社会的混乱状態から一刻も早く脱するために、本稿を掲載していただくことにしました。それが、井上正康著『本当はこわくない新型コロナウイルス 最新科学情報から解明(キンドル版)』です。
　大阪市立大学医学部・名誉教授(分子病態学)の井上正康教授は「今、コロナによる混乱状態の中で、日本人の死生観が問われている」と言います。コロナウィルスは有史以来、人間と共生して来たもので、ゲノム科学から見れば、個体の三割はウィルスと大腸菌からなっていると言っても過言ではない。「東アジアの民族は、何万年も前から土着のコロナと共存して来たため、ある程度の免疫力を発揮できる。それが、欧米に比べて死者数が少ない理由である。
　RNAウィルスは、変異し続けなければ生存できない。人類の誕生とともに、変異を繰り返しながら動的平衡(互いに逆向きの過程が同じ速度で進行することにより全体としては時間変化せず平衡に達している状態)を保ちながら人類と共存してきたのだ」と言います。
　問題なのは、新型コロナウィルスを「感染症法」において、指定感染症二類に分類してしまったことである。これが全ての対策のボタンのかけ違いにつながったと分析しています。
　毎年流行する季節性インフルエンザの感染者は二千万人。コロナの感染者数は二十万人。百倍も違うコロナ風邪で、なぜペストやエボラ出血熱と同様の2類(実質は1類)感染症に位置づけなければならないのかと指摘しているのです。5類に分類すれば医療崩壊は必ず解消します。
　また、COPID-19の病態は腸内に多く存在するACE2(アンジオテンシン変換酵素II)受容体が、ウィルスの増殖を促進し、血管壁を傷つけることから起きる「血栓症」であることが解明されました。これにより、コロナ風邪の治療に大きなパラダイムシフトが起きる可能性がある。など、示唆に富む論考に接して、私の疑問の多くは解消しました。
　いま、私たちに求められるのは、今後インフルエンザに代わって毎年流行するコロナ風邪に対する正しい知識を持ち、無駄な感染対策を直ちに停止することです。三密もマスクも感染拡大を防ぐことはできないと井上先生は強調しています。必要なのは、第一に、大腸が増殖源であることから、トイレの洗浄と消毒、鼻の洗浄と手洗いの励行、そして、公衆トイレの清掃はもっと徹底すべきだと力説されています。いずれにしても、国民が自粛しても感染拡大を防止することはできないことが、統計分析から明らかになりました。
　以上の新型コロナに対する認識の元で、私が強調したいのは、医療の一端を担う三療家は、患者に対して正しいウィルスの知識と感染防止対策を伝える義務があるということです。少なくとも、マスコミ報道を全面的に信じるのではなく、常に真実を追及する姿勢を持ちつづけることが重要だと思います。時に、メディアが悪質なウィルスに騙位することも忘れてはなりません。「ウィルスゼロ」などと、ウィルス学の常識を外れた主張などもってのほかです。恐れ過ぎることなく、正しい知識と適切な感染症対策で、人類はウイルスと共存していかなければならないことを周知していただきたいと思います。
　なお、井上先生は鍼灸マッサージと統合医療への期待を推進する健康科学研究所・所長で、社団法人大阪府鍼灸マッサージ師会の会長でもあることを付記します。
　　　　　　　　
　　　　　　　５．事務局からのお知らせ
１．訃報のお知らせ
　静岡支部の山本郁美氏と静岡支部の花村均氏が令和３年３月にご逝されました。謹んでお悔やみを申し上げます。

２．免許保有証申請について
　本年度も７月から８月にかけて、免許保有証の申請の受付を開始します。申請される方は早めに事務局へご連絡をお願い致します。必要書類をお送りいたします。

３．ご寄付と収益事業にご協力をお願いします
　本年度も引き続き視覚障害福祉活動に対し、会員の皆様からのご支援ご協力を賜りたいと思います。書き損じハガキ等ご寄付の受付と麺類販売事業を行っております。組織運営の安定を図るためにも是非、ご協力をよろしくお願い致します。

４．事務所の夏期休暇について
　今年の夏期休暇は、７月２９日（木）、３０日（金）、８月１６日（月）の３日間となります。会員の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　６．編集後記
　全国で今、高齢者への新型コロナのワクチン接種が本格化している。ところが、編集に入った本日14日政府は、新型コロナウイルス対応の特別措置法に基づく緊急事態宣言の対象に、北海道、岡山、広島の3道県を追加することを決めた。全国的に見られる様に、ワクチン自体の不足によりコロナの沈静化よりますます影響は地方に広がっている。
　評論家が指摘するようにこれは、日本の政治力の不足なのか、科学力の低下なのか世界の動きと比較してとても歯がゆい状況が続いている。
　これらを解消するためにも、1日も早く国産のワクチンを生産して欲しいものである。
　最後に、ワクチンの効果が現れることで、今年度に組み込まれた多くの県や支部の事業がコロナ終熄の元で執行出来ることを願っている。
編集人　安松和男
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